
 

 

枚方市内におけるコーポレートＰＰＡを活用した再エネ地産地消の取組み 

 

２０２４年８月２１日 

関西電力株式会社 

 

当社は、本日、株式会社環境資源開発コンサルタント（以下、ＥＲＣ）およ

び京阪ホールディングス株式会社（以下、京阪ＨＤ）とコーポレートＰＰＡ※１

の契約を締結しました。 

本契約に基づき、ＥＲＣが太陽光発電設備を開発・運営し、当社が小売事業

者として、２０２４年度中に、京阪グループの施設へ再生可能エネルギー由来

の電力の供給を開始します。 

 

本事業は、枚方市内で発電した再生可能エネルギー由来の電力を枚方市内で

活用するコーポレートＰＰＡとして、当社初の地産地消の取組みです。 

具体的には、ＥＲＣが枚方市内の２ヵ所のため池に合計約４，０００ｋＷの

フロート型太陽光発電設備を設置します。当社は、ＥＲＣの太陽光発電設備が

発電した電気と環境価値を、京阪グループが運営する「ひらかたパーク」、

「ＫＵＺＵＨＡ ＭＡＬＬ」に供給・提供します。 

これにより、年間約２，７００ｔ※２のＣＯ２排出量の削減を見込んでいます。 

 

また、本事業は、当社、ＥＲＣ、京阪ＨＤ、枚方市および枚方市招提土地改

良区の５者で締結した「ため池を活用した再生可能エネルギーの地産地消の取

り組みに関する協定」に基づく、官民連携の取組みです。 

なお、本事業は経済産業省「令和５年度補正予算需要家主導型太陽光発電導

入支援事業」に採択されています。 

 

当社グループは、今後とも再生可能エネルギー発電所の開発・運営を行う事

業者、自治体との連携を広く推進し、２０５０年のゼロカーボン社会の実現に

貢献してまいります。 

 
 
※１：「Power Purchase Agreement」（電力供給契約）の略。需要家と発電事業者が小売電

気事業者を介して長期・固定価格での電力購入契約を結ぶ、電力供給・調達方法。 
※２：２０２２年度の関西電力調整後の温室効果ガス排出量排出係数 ０．４３４ｋｇ－ＣＯ２／ｋＷｈから算出。 

 

以 上 

 

別紙：ＥＲＣおよび京阪ＨＤとのコーポレートＰＰＡの概要 

 



ERCおよび京阪ＨＤとの
コーポレートＰＰＡの概要

関西電力株式会社

２０２４年８月２１日

別 紙
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The Kansai Electric Power Co., Inc.

本事業の概要

土地提供者 発電事業者 小売事業者 需要地提供者

枚方市 環境資源開発コンサルタント 関西電力 京阪HD

 フロート太陽光の立地場所と

なる池を提供

 水面使用料 (賃料) の農業

振興活用

 フロート型太陽光発電設備の

開発・運営

 電力の需給調整、供給

 その他電力の調達・供給

 枚方市内の施設（ひらかた

パーク、KUZUHA MALL）

にて再エネ電力の受電、長期

安定的な利活用

ECO

太陽光電力

非化石証書

再エネ電力
ため池
利用

枚方市内の施設枚方市内のため池 フロート型太陽光

発電事業者 株式会社環境資源開発コンサルタント

小売事業者 関西電力株式会社

需要地提供者
(需要地)

京阪ホールディングス株式会社
（ひらかたパーク、KUZUHA MALL) 

発電出力 約４，０００ｋＷ

供給開始時期 ２０２４年度（予定）


